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大学生翻译竞赛日汉互译组初赛试题

日译汉原文：
徳川幕府の成立とともに、安土．桃山の華やかな時代は終わった。そしてそこに採用されたのは、儒教、特に朱子学であった。それは言うまでもなく身分制社会における人倫を説く教えであり、そこでは何よりも秩序が重んぜられた。しかしそれが彼岸を憧憬するのではなく、此岸を肯定する点において、安土．桃山時代の精神と同じく、中世からの決別を示すものであった。

　

それは仏教のある傾向のように絶対者に帰依することによって自己の救済を得るのではなく、自己の努力によって聖人になる可能性があると信じ、そのことはわれわれの修養や致知格物の道を通じて、天理が人欲にうちかつことによって達成されると信じた。ここで初めて生じたのは、リゴリスティックな人生に対する態度である。つぎの林羅山のことばはそのことを示すのであろう。

仁者ト云モノハ、礼義ト私欲トヲ、二ツワガ胸ノウチニ戦ハセテ、ヲノレガ私欲ヲセメノケテ、戦ヒカチテ、礼義二カヘルトコロヲ仁トスルゾ。（『春鑑抄』）

　身ノアカヲアライキヨムル如ク、ケフモ湯アビ、アスモ湯アビ、毎日ヲモテヲ洗ヒ、手水ヲツカフ如クニ、心ノセンダクヲスレバ、私欲サリテキヨクナルヲ、アラタニスト云也。（『三徳抄』）

しかしそのような欲望への敵対的態度はいつまでもつづくものではなかった。元禄文化を背景に、貝原益軒のような朱子学者たちにも人生を享受する態度が出始めている。しかしこの問題を最も真剣に受け止めたのは、山鹿素行や伊藤仁斎のような古学者たちであった。

例えば、素行は、ある時は朱子学を学んだが、「持敬静座の工夫」に陥って「人品沈黙」になるような窮屈な感じがして、老荘や禅の世界に移る。そこでは自由闊達な精神を楽しむことができたが、「日用事物の上」では合点できないことが多く、その世界も自分の安住する世界ではないことに気がつく。そして多くの悩みをへた上で、直接に周公．孔子の書を読む以外にないことを自覚し、欲望は否定さるべきものではないことを知った。人欲は人間にとってやむを得ないものであるだけではなく、人間の一切の行為の、そして善き行いの基礎として肯定されねばならないことを知った。「人ノ知万物二コユルヲ以テ、其欲心利心又万物二コユ」（『謫居童問』）るからである。人間たらしめる知が、人間の欲望と相関関係にある、とするこの指摘は重要な意味をもっている。

汉译日原文：
追溯中国人饮茶的源渊流长，若依文献记载来推敲，可上溯至公元前二千七百三十七年上古时代的神农氏。传说始于黄帝时代《神农本草经》中：“神农尝百草，日遇七十二毒，得荼而解之。”“荼”既为“茶”，唐代之前还无“茶”字。茶最早是作为治疗的药物,《神农食经》中记述“荼茗久服，令人有力悦志”。唐代陆羽的《茶经》中有云：“茶之为饮，发乎神农氏，闻于鲁周公”。我国古代早期文献《尔雅》中，将茶称为“荼”。《尔雅》成书于汉代，因此许多学者据此论证周代就已形成饮茶的风尚。自古以来，茶就与中国人的生活和文化结下了不解之缘。陆羽的《茶经》是世界上第一部关于茶的专著，书中详细论述茶的性质、品质、产地、采制烹饮方法及用具等，并把茶提高到“经”的地位，陆羽也因之被尊为“茶圣”。陆羽《茶经》中将茶比为“苦菜”，苦茶并作为春秋时食茶的有力证据。“茗菜”“苔菜”皆指为茶。西晋时傅咸所著《司隶教》中曾提及蜀驱在南方小镇“做茶粥”卖的事例。现代西南少数民族地区，有以茶入馔的习俗，无疑是古代食茶的遗风。竹简茶加油盐食用，大蒜加茶炒菜，腌制茶可拌可炒，亦可佐饭食用。湖南洞庭湖姜盐茶，芝麻豆子茶很有名气。我国食谱中：“茶叶虾仁、碧螺虾仁、龙井虾仁、碧螺鱼片、碧螺炒蛋、龙井鸡丝、龙井鲍鱼、樟茶鸭、云雾石鸡、五香茶叶蛋”等。
继《茶经》之后，古代茶书有蔡襄的《茶录》、许次纾的《茶疏》等多种。将茶叶专用于饮料，大约形成在西汉时期，西汉辞赋作家王褒所著《僮约》中记述去集市买茶，煮茶和洗涤茶具的细节。以茶为主的茶宴、茶会在饮酒风日盛的唐代与日俱增兴盛一时。这种以茶代酒的茶宴不仅文雅，还可以“不令人醉，微觉清思”。吕温《三月三日茶宴序》就说：“三月三日，上巳禊饮之日也。诸子议以茶酌而代焉。乃拨花砌，憩庭阴，清风逐人，日色留兴、卧指青霭…乃命酌香沫，浮素杯，殷凝琥珀之色，不令人醉，微觉清思。虽五云仙浆，无复加也”。

古人品茶有所谓“一人得神，二人得趣，三人得味”之说。唐代柳宗元、刘禹锡的好友卢仝深得其神，他的《饮茶歌》就品出了不同的境界,“一碗喉吻润；二碗破孤闷；三碗搜枯肠，唯有文字五千卷；四碗发轻汗，平生不平事，尽向毛孔散；五碗肌骨轻；六碗通仙灵；七碗吃不得也，唯觉两腋习习清风生。蓬莱山，在何处。玉川子，乘此清风欲归去。”卢仝隐在少室山，自号玉川子，台北故宫博物院现今还藏有宋代钱选绘的《卢仝烹茶图》。陆羽的好友诗僧皎然写有《饮茶歌诮崔石使君》诗“一饮涤昏寐，情思朗爽满天地。再饮清我神，忽如飞雨洒轻尘，三饮便得道，何须苦心破烦恼。”唐代的名士已从饮茶中探索到另外一个禅意境界。

宋代把佳茗比作佳人的苏东坡，也有脍炙人口的咏茶佳作。他的《汲江煎茶》说“活水还须活火烹，自临钓石取深清。大瓢贮月归春瓮，小杓分江入夜瓶。雪乳已翻煎处脚,松风忽作泻时声。枯肠未易禁三碗，卧听荒城长短更。”

